
ハイテクサプライチェーン
を再定義する
より速く革新し、よりスマートに計画し、
確信をもって実行する
ーすべてをつなぐサプライチェーン
プラットフォームで実現
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ハイテク企業のリーダーが
無視できない4つの課題

今日のハイテクサプライチェーンは常にプレッシャーにさらさ
れています。混乱はもはや例外ではなく、新たな日常と
なっています。需要の変動、コストの上昇、不安定な世
界情勢、絶え間ない新製品の投入によって、従来型の
サプライチェーンはもはや通用しなくなっています。
時代に乗り遅れないために、企業にはよりスマートでより
密接につながったアプローチが必要です。そのために必要
なのは、リアルタイムの可視性、インテリジェントな計画、
サプライチェーン全体でのシームレスな実行です。

大きすぎて無視できないリスク
1つの小さな失敗がビジネス全体を揺るがす可能性があ
ります。新製品投入の遅れ。収益損失。顧客の信頼の
損失。この業界では、スピードと精密さは十分条件では
なく必要条件です。

この e ブックでは、今日のハイテクサプライチェーン
が直面する以下の4つの主要な課題を取り上げま
す。
• 意思決定を遅らせる可視性のギャップ
• 硬直化し、分断された計画プロセス
• グローバルネットワークでの連携の断片化
• 実行コストの上昇と非効率性

ここでは、個々の課題への対処方法を説明し、トップ
クラスのハイテク企業がスマートで回復力の高いサプラ
イチェーンをいかにして迅速に構築しているかを説明し
ます。
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課題1：
断片化したサプライチェーンでの
可視性の制限

多くのハイテク企業は目に見えない問題と闘ってい
ます。グローバルな生産拠点、多層的なサプライ
ヤーネットワーク、製造の外注化といった要因が、今
起こっていることを明確かつリアルタイムに把握する
のを難しくしています。データはサイロ化されています。
兆候は遅れて現れます。迅速な意思決定は困難
です。
リーダーはサプライチェーン全体を見渡せなければ、
迅速な対応ができません。自信をもって行動するの
は絶対に無理です。

なぜ重要なのか
何が起こっているのかわからなければ、遅れに対応
できません。見えない制約を考慮した計画も立てら
れません。可視性のギャップは収益の損失を生み、
製品ローンチを遅らせ、顧客のフラストレーションを
高めます。

自社のサプライチェーンを完全に可視化できていると答えた企業は
わずか6%、自社のリスクを十分に把握できていると答えたのはわ
ずか17%。(出典： IEEE PRESENTATION)

解決策：リアルタイムの可視化とサプライチェー
ンの同期
先進的なハイテク企業は、接続された統合型の
プラットフォームに移行しています。需要の兆候、
在庫レベル、サプライヤーの状況、物流状況のす
べてを1か所に集めたものです。Blue Yonder の
ソリューションは統合データクラウド上に構築され、
優れた意思決定を迅速に行うための管理性とス
ピードをもたらします。
プランナーからサプライヤーや物流パートナーまで、
誰もが同じリアルタイムの情報を元に連携していれ
ば、エコシステム全体がより俊敏でインテリジェント
なものになります。
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ハイテクの世界では、すべてが急速に、そして頻繁
に変化します。それにもかかわらず、多くの企業はい
まだに時代遅れの計画プロセスを使用し、需要の
変動、供給ショック、新製品の導入などに適応でき
ていません。これらの計画は孤立した状態で構築
され、更新も非常に遅く、実行につながっていませ
ん。

その結果、計画が動的な世界に対応できない静
的なものとなってしまいます。

計画は数字のゲームではない

計画とは、調達、製造、流通にわたる意思決定を
連携させることであり、変更が発生したときにも迅
速に調整できるようにすることです。そうしないと、企
業では過度な修正が必要となります。適切な在庫
への資産投資が不可能になります。ローンチの時
期も遅れます。顧客を失望させることになります。

課題2：
変動の大きな世界での
計画の硬直化と分断

解決策：シナリオ計画と AI 主導の適応力

最新の計画は動的かつデータ主導である必要があり
ます。つまり、What-if シナリオをモデリングし、柔軟
な計画を構築して、サプライチェーン全体で実際に起
こっていることに基づいてリアルタイムに調整します。

Blue Yonder はハイテク企業がそれを完全に実現
できるよう支援します。機械学習を利用した予測、
調整を提案する AI エージェント、部門をまたぐ統合
計画によって、企業はより迅速に対応し、在庫を最
適化して、よりスマートな供給戦略を立てることができ
ます。
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課題3：
グローバルネットワークでの
連携の断片化

よく練られた計画でも、調整しなければ崩
壊します。ハイテク業界における連携は1つ
の企業内に留まらず、サプライヤー、委託
製造業者、物流プロバイダーなどにまで広
がっています。にもかかわらず、大部分の企
業ではいまだに分断されたツール、電子
メール、スプレッドシートを使用してそうした
連携作業を行っています。

グローバルなチームとパートナーが同じデー
タを共有していなければ、遅延やミスは避
けられません。

意思決定の分断は下流での大混乱を生
む

ある地域で調達の変更があっても、その情
報が迅速に配送チームに伝わらないことが
あります。

サプライヤーの遅延が知らされず、生産停
止に追い込まれることもあります。リアルタイ
ムでの状況に応じた連携が日常のワークフ
ローに組み込まれている必要があります。

解決策：連携の統合とコンテキストの共有

Blue Yonder のプラットフォームはシームレ
スな連携を実現するよう構築されており、サ
プライチェーンデータの共有ビューを中心に内
部チームと外部パートナーをつないでいます。
計画から実行までのあらゆる段階で、起こっ
ていること、なぜ起こったか、どう対処すれば
よいかを全員が確認できます。

こうした共有のインテリジェンスは意思決定を
加速させ、摩擦をなくし、サプライチェーンネッ
トワーク全体の回復力を高めます。

経営幹部の82%が
3年前と比べてサプラ
イチェーンの連携の重
要性が高まっていると
答えたものの、うまく
いっていると答えたの
はわずか23%
(出典： PwC)
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課題4：
コストの上昇と
非効率な実行

ハイテクサプライチェーン全体がプレッシャーにさらされてい
ます。製造コストは上昇し続けています。労働力の確保
は難しくなっています。物流の制約も厳しくなっています。
利益率は低下しても期待は高まっている状況では、より
迅速な実行と無駄の削減、そしてよりインテリジェントな
対応が必要です。
ですが、多くのハイテク企業は、輸配送、倉庫、オーダー
フルフィルメントなどの業務にその場しのぎの断片化され
たシステムを使用しており、リアルタイムでの最適化はほ
ぼ不可能になっています。

散見される実行のギャップ
出荷の遅れ。ドック予約の手違い。在庫が不足している
地域と過剰な地域。これらは個別の問題ではありませ
ん。十分に迅速な対応ができないか、部門間の調整が
しかりできていないサプライチェーンにみられる現象です。

計画と実行を同期化したハイテク企業はサービスレベルが2～5%向
上し、物流コストが10～15%削減されたと答えています。
(出典： BLUE YONDER DATA)

解決策：実行の同期とインテリジェントな自動化
Blue Yonder の統合型の実行ソリューションにより、
ハイテク企業は輸配送や倉庫管理から注文の統合
管理までの広範囲にわたって意思決定を自動化し、
無駄をなくして、顧客サービスを向上させることができ
ます。
重要なのは実行を計画に直接結び付けることです。
在庫レベル、物流のキャパシティ、需要予測が1つの
システムで接続されれば、企業はよりスマートにルー
トを設定し、より迅速に商品を充足し、オペレーショ
ンの柔軟性を高めて、ニーズの変動に対処すること
ができます。



ハイテクサプライチェーン

8

摩擦なくスムーズに：
インテリジェントな、接続された
サプライチェーンの構築

ハイテクサプライチェーンはますます複雑化しています。
市場の変動、利益率の圧迫、イノベーションの加速は
避けられない状況にあります。しかし、状況を適切に把
握し、インテリジェントに計画を立て、リアルタイムに連携
して、迅速に実行することのできる企業は勝ち抜いてい
けます。

最新のサプライチェーンは即応性があるだけでなく、事
前対応型のアプローチをとっています。リアルタイムの
データ、AI を利用した知見、グローバルパートナー間の
シームレスな連携によってサプライチェーンは強化されて
います。Blue Yonder はそうしたサプライチェーンの構
築をお手伝いします。

現在のシステムにとらわれず、今できることを考えましょう。

次に来るのは何か？

この e ブックでは、ハイテクサプライチェーンが直面する
課題と、それらを克服するために必要な変革の全体
像を示しました。

現在トップ企業がこうした問題をどのようにして解決し
ているかを詳しくお知りになりたい場合は、ホワイトペー
パーをお読みください。

ばらばらのサプライ
チェーンを継ぎ合わせ
る必要はありません。
未来のハイテク産業
に向けて、サプライ
チェーンを再設計する
必要があるのです。
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